


















る、域屋 3丁目(平成 22年国勢調査世荷数 293世帯、以下問)の全世情、駈屋 4丁目(103 
世帯)の約半数、府L犀 5丁目 (339世帯)の約 3分の 2、取屋 6丁目 (97世併)の全世帯、
和歌川町 (496世帯)の大部分および和歌浦東 l了間 (435世帯)のー部とした。これらの
バス停には、和歌山市駅や和歌山駅方面へのパスが日中片道 3本設定されている。
2 )手法







図 wapJ、 「動機付けチラシ(交通手段と環境 ・健康 ・安全の関係や、公共交通利用によ










表 1 A，._巳群の配布物と配布 世帯数、回収数、回収率
コミュニケーションツーノレ
(配布=0、配布せず=x) 配布世帯数 アンケート回収世 アンケート
wap 動機付け マグネシト式 帯数と回収率 回収枚数
群 チラシ 時刻表
A 。 。 。 256世情 82世帯 (32.0%) 100枚
8 × 。 。 250世帯 68世帯(27.2%) 87枚
C 。 × 。 248世帯 64世f官(25.8%) 80枚
D × × 。 162世帯 69世帯(42.6%) 84枚
E × × × 94世帯 37世帯(39.4%) 47枚
1010世帯 320世帯 (31.7%) 398枚













布 しなかった砕よりも正答率が顕著に高い。 とりわけ、 動機付けチラシの配布の効果が顕
著に現れている。
これらのことから、コミュニケーションツールの配布により、住民が公共交通に閲する







表 2 各種コミュニケーションツーノレの有無 と公共交通情報の認知度
wapと 動機付けチラシと いずれかのツーノレ
マグネット時刻表 マグネシト 日寺刻表
あり な し あり なし あり な し
A+C B+D+E A+B C+D+E A+B+C+D E 
パスと鉄道(南海特急) 79.9% 73.2% 80.7% 72.0% 77.6% 65.1 <Jも
との接続可否に関する (0=164) (n=205) (n= 176) (n=193) (n=326) (0=43) 
クイズの正答率 p=0.067ム p=0.026* p詰 0.035*
sc (イズミヤ)を通る パ 70.2 % 72.8% 72.2% 71.1% 71.9% 71.1% 
ス便数に関するク イズ (0=171) (n=213) (0= 180) (n=204) (0=339) (n=45) 
の正答率 p=0.288 p=0.402 p=0.468 
二酸化炭素排出量に関 70.0% 75.9% 83.4% 63.9% 76.5% 50.0% 
するクイズの正答率 (n= (50) (n=199) (n=169) (0=180) (n=307) (n=42) 
p=0.109 p=O.OOO*** p=O.OOO*** 
注 :pは 『あり J と 「なしj の正答率の差の検定結果である。料*は pく0.001(著名な差が







くそう思う J rそう思う Jの選択率に有意な差は認められない。高齢者の自家用車運転の




くそう思う J rそう思う Jの選択率に有意差がある。 i配布あり J鮮の f強くそう思う J
fそう思うJ選択率は、 f配布なしJ群よりも低く 、今回のツー/レ配布が地域住民の意識
を逆方向に変容させた可能性がある。ただし、 wapとマグネット時刻表の有無や、動機付















自家用車.の使い過ぎは 「強くそう思う Jと 91.4% 93.5% 
環境に良くない 「思う」の選択率 (n=347) (n=46) 
p=0.313 
自家用車の使い過ぎは 「強くそう思う Jと 78.3% 91.3% 
健康に良くない 「思う」の選択率 (n=345) (n=46) 
p=0.019* 
I高齢者の自家用車の運 「強くそう思う Jと 93.7% 95.7% 
転は危険だ 「思う Jの選択率 (n=348) (n=47) 
p=0.289 
自家用車の利用は搾え 「強くそう思う Jと 56.8% 44.5% 
たい 「思う」の選択率 (n=33 1) (n=45) 
p=O.059ム
なるべくバスや電車を 「強くそう思う Jと 73.9% 70.2% 
使うようにしたい 「思う Jの選択率 (n=347) (n=47) 
__p_竺0.299
注 :pは fあり j と 「なしJの選択率の差の検定結果である。*市*は pく0.001(著名な差が






















イズミヤへはパスで使利に 「強くそう思う Jと「思う」 55.4% 40.4% 
行けそうだ の選択率 (n=339) (n=47) 
p=0.026* 
「全くそう忠わない」と 30.1% 48.9% 
「あまりそう思わないJ (n=339) (n=47) 
の選択率 p=O.005** 
ガーデンパークへはパスで 「強くそう思う Jと「思う J 23.5% 22.8% 
便利に行けそうだ の選択率 (n=298) (n=44) 
p=0.456 
「全くそう思わないJと 56.1% 61.3% 
「あまりそう思わないJ (11=298) (n=44) 
の選択率 p=0.253 
和歌山城へはノミスで便利に 「強くそう思う」と「思う J 39.3% 37.8% 
行けそうだ の選択率 (1=331) (n=45) 
p=0.423 
「全くそう思わない」と 40.5% 57.8% 
「あまりそう思わない」 (n=331) (n=45) 
の選択率 p=O.O 14本
大阪へはパスと電車で便利 「強くそう思う Jと「思う J 76.2% 66.7% 
に行けそうだ の選択率 (11=341) (n=46) 
p=O.079ム
「全くそう思わないJと 13.5% 20.0悦
「あまりそう思わないj (n=341) (n=46) 
の選択率 p=0.118 
注 :pは fあり j と fなしj の選択率の差の検定結果である。料*は p<O.OO1 (著名な差が














で使利に行けると「強くそう思う J r思う Jの選択率では、配布ありの昨と配布なしの群
の間に傾向差が認められる。一方で、 「全くそう思わないJ rあまりそう思わなしリの選
択率では、有意な差を認めることはできなし、。このことから、コミュニケーションツーノレ
の配布によって、大阪への公共交通の使が f良いJとの認識を高める 一定の効果があった
ものと考えられる。
4. おわりに
本プロジェクトでは、和歌山市寝屋地区周辺のバス停 500m圏内全世帯を対象とするワ
ンショット TFPを行った。その結果、地方都市内の比較的サービスレベ/レが高いバス路線
周辺において、路線図やマグネシト式時刻表、動機付けチラシといったツールを配布する
ことで、沿線住民のパス利用や交通手段選択に閲する意識を一定程度変容できることが確
認された。今後、ツーノレの内容を適切に見直すなどの改良を加えた上で、市内各地におい
て同様の取り組みを行うことで、向動車と公共交通、徒歩、自転車を賢く使い分ける持続
可能な地域の実現に貢献することが望まれる。
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